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とっとり県民カレッジ連携講座 

 

第３０回 鳥取県図書館大会 

 

１ 大会テーマ 「いま改めて考える『読書』の未来と可能性」 
急速に変化するデジタル社会において、これから「読書」にはどのような役割が期

待されるのか。生活様式の変化や「ＧＩＧＡスクール構想」の進展、「視覚障害者等の

読書環境の整備の推進に関する法律」の成立等の読書を取り巻く環境の変化も踏まえ、

これからの未来へつながる新しい「読書論」について考える。 
 

２ 主  催   鳥取県図書館協会 

 

３ 共  催   鳥取県書店商業組合、ＮＰＯ法人本の学校、 

鳥取県学校図書館協議会、鳥取県公共図書館協議会、鳥取県立図書館 

 

４ 後  援   公益社団法人日本図書館協会 

 

５ 期  日    令和７年８月１８日（月） 

 

６ 会  場    米子コンベンションセンター（米子市末広町２９４、電話：０８５９－３５－８１１１） 

         小ホール、第１会議室・２会議室・３会議室・４会議室 

７ 内  容 

（１）開会行事 

   挨拶：鳥取県図書館協会 会長 齋藤 明彦 

  鳥取県教育委員会 教育長 足羽 英樹 氏 

米子市教育委員会 教育長 浦林 実 氏 

 

（２）基調講演 

演題：「若者の読書離れは本当なのか？ データから見る実態と、実際によく読んでいる本」 

講師：飯田 一史 氏（出版ジャーナリスト・ライター） 

    ＜講師プロフィール＞ 

     １９８２年青森県むつ市生まれ。中央大学法学部法律学科卒。グロービス経営大学院経営研究科

経営専攻修了（ＭＢＡ）。出版社にてカルチャー誌や小説の編集に携わったのち、独立。ウェブカ

ルチャー、出版産業、子どもの本、マンガ等について取材、調査、執筆している。ＪＰＩＣ読書ア

ドバイザー養成講座講師。 電子出版制作・流通協議会「電流協アワード」選考委員。インプレス

総研『電子書籍ビジネス調査報告書』共著者。 

著書に 『町の本屋はいかにしてつぶれてきたか』『「若者の読書離れ」というウソ』『マンガ雑誌

は死んだ。で、どうなるの？』『ウェブ小説３０年史』ほか。 

 

 （３）特別報告・事例発表「読書と人とをつなぎ・つながる取組最前線  

～子どもの読書環境を支える現場はいま～」 

 

    令和７年３月に策定された「鳥取県子どもの読書活動推進ビジョン（第５次計画）」についての報

告に続き、子どもたちと読書の架け橋となるべく活動する、こども園、義務教育学校、高等学校の皆

様に、子どもの成長の流れに沿って、日々の取組について事例発表いただく。 

     

    報告者：鳥取県教育委員会事務局 社会教育課長 福本 哲也 氏 
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    事例発表者：北栄町立北条こども園 園長 竹本 幸子 氏 

          日野町立日野学園 校長 砂流 誠吾 氏 

          学校法人翔英学園 米子北高等学校 学校司書 髙山 紫織 氏  

 

（４）分科会 

 テーマ 内容 講師・発表者・対談者 

１ 発進！移動図書館車 少子高齢化や過疎化により図書

館への来館が難しくなる方が増

えるなかで、積極的に本を届け

る移動図書館車の活動から、こ

れからの図書館サービスのあり

方について学ぶ。 

＜発表者＞ 

・鳥取市立中央図書館 

館長 中島 泉 氏 

・町立みささ図書館  

副館長 小椋 智子 氏 

・米子市立図書館 

 課長補佐 熊沢 菜穂子 氏 

・大山町立図書館 

館長補佐 永井 美里 氏 

２ 電子書籍の未来 

～読書バリアフリー、

教育現場編～ 

 

電子書籍の登場により、読書バ

リアフリーの取組みや教育現場

において、読書の可能性が大き

く広がっている。これから電子

書籍はどのような方向に進んで

いくのか、電子書籍事業者に近

況報告をお願いする。 

＜発表者＞ 

・株式会社 紀伊國屋書店 

デジタル・流通事業本部 デジタル

情報営業部長 西田 和之 氏 

・株式会社 図書館流通センター  

電子図書館推進部長 金子 哲弥 氏 

・株式会社 メディアドゥ  

IP・ソリューション事業本部 出版ソ

リューション推進部 電子図書館推

進課 シニアマネジャー 瀬尾 昌也 

氏 

３ 対談：大人も本を読ん

でいないといわれるけ

れど…。 

大人にとって読書とは？ 鳥取

市内で長年にわたり本を手渡し

続けてきた書店主と、本と人と

をつなぎ新しい本との出会いを

届ける「読書室」主宰のお二人

に、大人になってからの読書の

意味についてお話しいただく。 

＜対談者＞ 

・定有堂書店 

店主 奈良 敏行 氏 

・読書室 

主宰 三砂 慶明 氏 

４ ＮＰＯ本の学校・特別

分科会「ニジノ絵本屋

の物語～本屋さんで、

絵本の出版社で、絵本

パフォーマー～」 

絵本を売るだけでなく、絵本を

作る、絵本を背負って様々な場

所でイベントを開催する。既存

概念を楽しさで吹き飛ばす絵本

屋店主にその体験談を語っても

らう。 

＜講師＞ 

ニジノ絵本屋 

代表 いしい あや 氏 

５ 図書館応援団大交流会 

 

県内で活動する図書館応援団が

集い、その取組の紹介や情報交

換を行う。※応援団活動に関心

のある方もご参加いただけま

す。 

参加を希望する応援団の皆様 

 

 

８ 日  程 

   時間 内容 

９：３０～１０：００ 受付 
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１０：００～１０：１５ 開会行事 

１０：１５～１１：４５ 基調講演 

１１：４５～１３：１５ 休憩 

１３：１５～１４：４５ 特別報告・事例発表 

１４：４５～１５：００ 休憩 

１５：００～１６：３０ 分科会 

※開催方法の変更や中止などのお知らせがある場合には、当日午前７時を目途に鳥取県立図書館ホームページに掲載します。 

 

９ 参加対象 県民の皆様、県内公共図書館関係者、県内学校図書館関係者、幼稚園・保育所関係者、 

家庭文庫・読み聞かせボランティア等 

 

10 参 加 費 〇鳥取県図書館協会の会員：無料 

・同時入会可：年会費一口２,０００円以上：入会した場合の大会参加費は無料 

・施設・団体会員は団体・施設ごとに１名が無料。 

〇会員外：会場・オンライン参加問わず参加費５００円。 

・オンライン参加者は資料を無料でダウンロードできます。ダウンロードが困難な方に

は郵送いたしますのでお知らせください。（資料郵送代：会員無料、会員外２１５円） 

※支払い：会場参加の方は当日受付で、オンライン参加の方は８月１１日（月）まで(資料 

の郵送を希望される方は８月４日（月）まで)に以下の口座にお振込みください。振込名

義は参加申込者名としてください。また、振込手数料はご負担ください。 

振込先：<郵便振替> 口座番号：０１３６０－５－９３３９７ 口座名：鳥取県図書館協会 

 

11 開催方式 会場参加及びオンライン参加 

       ※オンライン配信はＺＯＯＭで実施します（後日の配信はなし）。 

全体会は全編配信し、分科会は第１～４分科会の配信を行います。 

第５分科会の配信はありません。 

 

12 定  員 会場参加 ３００名 オンライン参加 ３００台 ※個人視聴のみ 

 

13 申込締切 ８月１１日（月）※オンライン参加で資料の郵送を希望される方の申込締切は８月４日（月） 

 

14 問合せ先・申込先・申込方法 等 

  【問合せ先】鳥取県図書館協会事務局（鳥取県立図書館内） 

         電話：０８５７－２６－８１５５ ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８５７－２２－２９９６ 

電子メール：toshokan@pref.tottori.lg.jp 

 【申 込 先】第３０回鳥取県図書館大会実行委員会事務局（日南町図書館内） 

         電話：０８５９－７７－１１１２ ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８５９－７７－１１１４ 

         電子メール：s1051@town.nichinan.lg.jp 

   【申込方法】ＱＲコードからＧｏｏｇｌｅフォームでお申込みください。 

※Ｇｏｏｇｌｅフォームが利用できない方は、チラシ裏面の申込用紙により、 

日南町図書館へメール、またはファクシミリでお申込みください。 

※チラシ（申込用紙）は鳥取県立図書館のホームページからダウンロードできます。 

         ※フォーム、メール、ファクシミリでの申込みが困難な方は、電話でご連絡ください。 

  【個人情報の取扱いについて】 

提出いただいた個人情報は、本大会運営の目的にのみ使用し、 

その他の目的には使用しません。 

※申込用ＧｏｏｇｌｅフォームＱＲコード → 

     ＱＲコードURL：https://forms.gle/SnG6UQwfgp9V9S1M8 
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15 手話通訳・要約筆記等について 

  ・全体会：手話通訳者と要約筆記者を配置します。 

  ・分科会：申込時のご希望に応じ、予算の範囲内で、手話通訳者、要約筆記者を配置します。 

  ・配布資料の拡大印刷やデータの提供等が必要な方は鳥取県図書館協会事務局までお知らせください。 

 

16 情報交換会について 

  日時：令和７年８月１８日（月）午後６時から 

会場：『弥栄（いやさか）』 米子市明治町１９６（駅前通り）電話０５０-５４８８-３７９９ 

定員：５０人 

参加費：６,０００円 
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会 場 案 内  

プ ロ グ ラ ム  会 場  

開 会 行 事  小 ホ ー ル （ホール２階） 

基 調 講 演  小 ホ ー ル （ホール２階） 

特 別 報 告 ／ 事 例 発 表  小 ホ ー ル （ホール２階） 

分 科 会 １  

発 進 ！ 移 動 図 書 館 車  

第 2 会 議 室 （会議棟３階） 

分 科 会 ２  

電 子 書 籍 の 未 来  
～読書バリアフリー、教育現場編～  

小 ホ ー ル （ホール２階） 

分 科 会 ３  

対 談 ： 大 人 も 本 を 読 ん で い な い と  
い わ れ る け れ ど … 。  

第 ３ 会 議 室 （会議棟３階） 

分 科 会 ４  

ニ ジ ノ 絵 本 屋 の 物 語  
～ 本 屋 さ ん で 、 絵 本 の 出 版 社 で 、 
絵 本 パ フ ォ ー マ ー ～  

第 4 会 議 室 （会議棟５階） 

分 科 会 ５  

図 書 館 応 援 団 大 交 流 会  

第 1 会 議 室 （会議棟３階） 
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基調講演  

若者の読書離れは本当なのか？  

データから見る実態と、実際によく読んでいる本  

 

講師：飯田  一史  氏（出版ジャーナリスト・ライター）  

※レジュメ資料はありません。 

 

【講師プロフィール】 

１９８２年青森県むつ市生まれ。中央大学法学部法律学科卒。グロービス経営大

学院経営研究科経営専攻修了（ＭＢＡ）。出版社にてカルチャー誌や小説の編集に

携わったのち、独立。ウェブカルチャー、出版産業、子どもの本、マンガ等につい

て取材、調査、執筆している。ＪＰＩＣ読書アドバイザー養成講座講師。電子出版

制作・流通協議会「電流協アワード」選考委員。インプレス総研『電子書籍ビジネ

ス調査報告書』共著者。 

著書に『町の本屋はいかにしてつぶれてきたか』『「若者の読書離れ」というウソ』

『マンガ雑誌は死んだ。で、どうなるの？』『ウェブ小説３０年史』ほか。 
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特別報告・事例発表  

読書と人とをつなぎ・つながる取組最前線  

～子どもの読書環境を支える現場はいま～  

 

＜報告者＞ 

福本 哲也 氏（鳥取県教育委員会事務局 社会教育課長） 

 

＜事例発表者＞ 

竹本 幸子 氏（北栄町立北条こども園 園長） 

砂流 誠吾 氏（日野町立日野学園 校長） 

髙山 紫織 氏（学校法人翔英学園 米子北高等学校 学校司書）  
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＜分科会＞  

〇第１分科会   

発進！移動図書館車  

 

内容：少子高齢化や過疎化により図書館への来館が難しくなる方が増えるなかで、

積極的に本を届ける移動図書館車の活動から、これからの図書館サービスの

あり方について学ぶ。 

 

<発表者> 

中島 泉 氏（鳥取市立中央図書館 館長） 

小椋 智子 氏（町立みささ図書館 副館長） 

熊沢 菜穂子 氏（米子市立図書館 課長補佐） 

永井 美里 氏（大山町立図書館 館長補佐） 

※永井美里氏のレジュメ資料はありません。 
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〇第２分科会  

電子書籍の未来  ～読書バリアフリー、教育現場編～  

 

内容：電子書籍の登場により、読書バリアフリーの取組みや教育現場において、読書の可

能性が大きく広がっている。これから電子書籍はどのような方向に進んでいくのか、

電子書籍事業者に近況報告をお願いする。 

 

＜発表者＞ 

西田 和之 氏（株式会社 紀伊國屋書店 

デジタル・流通事業本部 デジタル情報営業部長） 

金子 哲弥 氏（株式会社 図書館流通センター 電子図書館推進部長） 

瀬尾 昌也 氏（株式会社 メディアドゥ IP・ソリューション事業本部  

出版ソリューション推進部 電子図書館推進課 シニアマネジャー） 

※西田和之氏のレジュメ資料はありません。 
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〇第３分科会  

対談：大人も本を読んでいないといわれるけれど…。  

 

内容：大人にとって読書とは？ 鳥取市内で長年にわたり本を手渡し続けてきた書

店主と、本と人とをつなぎ新しい本との出会いを届ける「読書室」主宰のお

二人に、大人になってからの読書の意味についてお話しいただく。 

 

＜対談者＞ 

奈良 敏行 氏（定有堂書店 店主） 

三砂 慶明 氏（読書室 主宰） 
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第 30 回（2025）鳥取県図書館大会 

第 3 分科会レジュメ（覚書） 

2025 年 8月 18 日（月） 

奈良 敏行（定有堂書店 店主） 

 

「大人も本を読んでいないといわれるけれど……」 

 

 

１.《真理がわれらを自由にする。》（国立国会図書館） 

 

 

２. 自由はわれらを真理（なにかよいこと）へと開いていく 

《本は「驚き」によって世界（存在）を開く、それは環境緊縛性から世界開示性への開かれでもあり、とき

にそれが「自由」の体験であり、また「救い」でもある。》（「読書室」巻頭言） 

 

 

３.二つの自由 

（１）free to ～への自由 （何かを実現する自由。リテラシーの確立。） 

（２）Free from ～からの自由（ルールメーカーから選択肢を与えられる。何かを避ける自由。リテラ 

シーが奪われている。） 

 

 

４.「読書が大事」ということ 

読書が大事ということは、人を説得するようなテーマではない。 

「読書が大事」と思う人がいると告げる、それだけで事は終わる。 

 

 

５.読書の相剋 

「本を読む人」に出会って「本のたのしさ」が広がる。しかしそのためにはすでに本を読んでいなければな

らない。読書にはそのような相剋がある。 

 

 

６.本屋の生成変化 

・都市部の書店（ツリー状）→町の本屋（リゾーム）→個人書店（ひとり本屋・もう一つの生き方） 

・本屋は「縮減」へ向かう 

・定有堂の縮減 町の本屋→「笈の定有」見立ての本屋（一箱背に負えるほど＝「笈」） 

・「本屋トーク」＝本棚を背景にして「語る」＝「笈」の必要 
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７.「笈の定有」の中の棚   

（1）三砂慶明／著（2022）『千年の読書 人生を変える本との出会い』誠文堂新光社 

本に救われるという自分の体験を基盤に据えた伝道の書。 

（2）三砂慶明／編（2022）『本屋という仕事』世界思想社 

本は本屋の人によって手渡される。ではその本屋の人たちはどのように仕事をしているのか。 

（3）濱﨑洋三／著（1998）『伝えたいこと』 濱崎洋三著作集刊行会 ※定有堂書店発行 

定有堂教室「読む会」の熾（おき）火。「大きな声を信じるな。本を読め。自分の頭で考えろ。」 

焚き火の読書会と呼ばれる。1988 年より続く。 

（4）村上春樹／著（2000）「アイロンのある風景」（『神の子どもたちはみな踊る』）新潮社 

大きな声から逃れ隠れて暮らす。焚き火をするときだけ生きている事を実感する。 

（5）高村友也／著（2018）『スモールハウス ３坪で手に入れるシンプルで自由な生き方』 

筑摩書房（ちくま文庫） 

（5）と（6）は奈良と三砂慶明さんの出会いを作った本。３坪の移動する小屋に暮らす人たちを紹介する。人

の身の丈は３坪で十分という思想の始まり。つながりを最小にする。個人書店の出現を予言。 

（6）西村佳哲／著（2009）『自分の仕事をつくる』筑摩書房(ちくま文庫) 

本当のしあわせ、本当の仕事を問い続ける。 

（7）ジョン・クラカワー／著，佐宗鈴夫／訳（2007）『荒野へ』集英社（集英社文庫） 

定有堂は２５歳から２８歳くらいの人に向けてメッセージを発し続けてきた。アイデンティティ・クライシスの

季節と呼んだ。「初発衝動」が一気に発動する時だ。２８歳くらいには成功と挫折が明らかになる。でも本当

の人生はそこからはじまる。 

（8）奈良敏行／著，三砂慶明／編（2024）『町の本屋という物語 定有堂書店の 43 年』作品社 

（9）奈良敏行／著，三砂慶明／編（2025）『本屋のパンセ 定有堂書店で考えたこと』作品社 

奈良と三砂慶明さんとの関係は、アール・ブリュットと学芸員の関係。既存の表現に属しない人間を発掘し、

書かせ、本にまとめた。 

（10）向井和美（2022）『読書会という幸福』岩波書店（岩波新書） 

じつに濃厚な読書会。命を賭した読書会。 

（11）ジェレミー・マーサー／著，市川 恵里／訳 『シェイクスピア＆カンパニー書店の優しき 

日々』河出書房（河出文庫） 

パリの伝説の本屋。店の後ろ半分は個人図書館。しかもそこに住み込むアーティストもいる。 

（12）ヘミングウェイ／〔著〕，高見浩／訳(2009)『移動祝祭日』新潮社（新潮文庫） 

ヘミングウェイも（11）の証言者の一人。毎日が祝祭日だった。 

（13）寺山修司／〔著〕『書を捨てよ、町へ出よう』角川書店（角川文庫） 

「何一つ自分の青年時代に賭けるべきものを持たなかった者たち」を告発する書物。 

（14）花田菜々子／著（2020）『出会い系サイトで 70 人と実際に会ってその人に会いそうな本をす 

すめまくった１年間のこと』河出書房（河出文庫） 

自分の実存を本と表裏一体にする人間を本屋的人間という。本をすすめたくて、すすめたくて、路上へと飛

び出した人。 

（15）チョン ジヘ／著，原田里美／訳（2024）『私的な書店 たったひとりのための本屋』葉々社 

本の事を語り続けたい。本屋の外部へ出て見つけたのは「本の相談」という仕事。 
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（16）南陀楼綾繁／著（2009）『一箱古本市の歩きかた』光文社（光文社新書） 

（17）南陀楼綾繁／著（2024）『「本」とともに地域で生きる』大正大学出版会 

時代は「縮減」に向かう。「一箱古本市」という熾火を発見した人の本。 

（18）本の雑誌編集部／編（2023）『本屋、ひらく』本の雑誌社 

３坪程度の本屋を数多く紹介した本。「スモールハウス」と「自分の仕事をつくる」の世界がここにある。 

（19）政木哲也／著（2023）『本のある空間採集』学芸出版社 

個人書店を中心とした立体透視図。店主がどこにどのように座るかも描かれる。店主一望の品揃えなのだ。 

（20）ミハイ・チクセントミハイ／著，大森弘／監訳（2010）『フロー体験入門 楽しみと創造の 

心理学』世界思想社  

三砂慶明さんの問いの果てには、「フロー体験」があるのではないかと考える。 

（21）橋本治／著（2009）『大不況には本を読む』中央公論新社（中公新書ラクレ） 

本の大切さは定量的には語れない。定性的に語るのだと主張。 

（22）マーガレット・アトウッド／著，斎藤英治／訳（2001）『侍女の物語』 早川書房（ハヤカワ epi

文庫） 

二つの自由を語った予言の書。権威主義的国家の恐怖。 

（23）児島青（2025）『本なら売るほど』KADOKAWA（ハルタコミックス） ※現在 2 巻まで 

コミック。アイデンティティ・クライシスはひょっとしたら個人書店であることで救われるのではないかと思わ

せる本。 

（24）レイモンド・マンゴー／著，中山容／訳（2025）『就職しないで生きるには 新版』晶文社 

「初発衝動」のエンジンとなり続けた本。久しく品切だったがこの度、辻山良雄さんの解説をつけて再刊。解

説の最後に、「身の丈に完結している世界を、外部が解釈すると別のものになりやすい」という言葉が引用

されている。 

（25）山内志朗／著（2018）『目的なき人生を生きる』ＫＡＤＯＫＡＷＡ（角川新書） 

後成（エピジェネティクス）を教えてくれる。欲望は原初形態において対象を持たない。目的は最後

に現れる。秩序より逸脱を重視する人々に多くの言葉を与えてくれる。 

（26）綾屋紗月／著，熊谷晋一郎／著（2010）『つながりの作法 同じでもなく違うでもなく』 

日本放送出版協会（生活人新書） 

「身の丈」と「外部」、それを当事者研究へと導いてくれる。 

「定有堂書店」 

ホームページ 

「定有堂教室」 

（google サイト） 
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第 30 回（2025）鳥取県図書館大会 第 3分科会レジュメ（書籍案内） 

 

新しい「鳥取の本」のご紹介です。 

定有堂書店が刊行した『伝えたいこと』に加え、「書店員の聖地」定有堂書店の奈良敏行さんの軌跡と思索が

２冊の本になりました。本と地域、本と人とのつながりを、心を尽くして温めつづけた本屋の聖書です。本を

読者に届けたい、本屋をはじめたい、本について考えたい、読書会について知りたい、自分自身の人生を生き

たい、これから先どう生きればいいか迷っている人に、本書をお薦めします。  三砂慶明（読書室）2025 年 8 月 18 日 

 

『町の本屋という物語 定有堂書店の 43 年』奈良敏行著（作品社） 
 

【書評続出・好評３刷】 

角田光代さん（作家） 

「自分の人生を見つけて生きるための哲学書」 

大井実さん（ブックスキューブリック） 

「ローカルな地方都市で本を商い、本好きの人々と交流しながら生活していく喜びが味わい深い言葉の数々で表現されて

いる。すべての書店員にとってのバイブルの様な本」 

日野剛広さん（ときわ書房志津ステーションビル店） 

「苦悩と苦労を重ねつつも一つ一つ正面から取り組み、思考し、それが確かな道標となって、お客様と本屋の姿を照らし

ていくような、そんな瞬間を読者は目撃するだろう。」 

南陀楼綾繁さん（編集者・ライター・一箱古本市主催） 

「地域の人とのつながりによって、売り場面積というスペースの限界を超えればいいという言葉には、「本屋」の限りない

可能性を感じる。」 

岩田直樹さん（定有堂「読む会」講師） 

「定有堂とは一体どのような存在なのか。「公共性の揺籃」とか「サードプレイス」とかいった大袈裟な表現は相応しくな

い。奈良さんは「本屋は焚き火である」と語る。火にあたりに来る人が一本ずつ薪を持ち寄れば、火は消えることなく燃

え続ける。」 

 

2025-03-15 読売新聞  鳥取版 評者: 野間勤（鳥取県立図書館）［読書の達人・司書のコレ絶対読んで！］ 

https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/feature/CO069256/20250318-OYTAT50007/ 

2025-03-09 読売新聞  朝刊 評者: 宇田智子（市場の古本屋ウララ） 

2024-07-26 週刊読書人  2024 年 7 月 226 日号 評者: 南陀楼綾繁（ライター・編集者）［2024 年上半期の収穫から］ 

2024-05-25 図書新聞 評者: 岩田直樹（公立鳥取環境大学特任教授・「読む会」講師）［本を介して「小さな声」が響きあう奇跡］ 

2024-05-05 下野新聞 評者: 笈入建志（往来堂書店店主） 

2024-05-01 月刊ブレーン  2024 年 6 月号 評者: エディターズブックセレクト 

2024-04-29 ダ・ヴィンチ Web  評者: すずきたけし https://ddnavi.com/article/d1306404/a/  

2024-04-21 北海道新聞  2024 年 4 月 21 日号 評者: 石山府子（古本とビール・アダノンキ店主） 

2024-04-20 朝日新聞  朝刊 

2024-04-07 読売新聞  朝刊 

2024-04-05 小説丸  評者: 日野剛広さん（ときわ書房志津ステーションビル店）［週末は書店へ行こう！ 目利き書店員のブックガイド） 

https://shosetsu-maru.com/bookguide/141 

2024-03-17 産經新聞  朝刊 評者: 南陀楼綾繁（編集者・ライター） 

https://www.sankei.com/article/20240317-L65MPOI5SZNQXGYHUHVMIVDP7Q/ 

2024-03-16 毎日新聞  朝刊 評者: 角田光代（作家）https://allreviews.jp/review/6792 

2024-03-09 西日本新聞  2024 年 3 月 9 日号 評者: 大井実（ブックスキューブリック）「カリスマ書店員の激オシ本」 
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『本屋のパンセ 定有堂書店で考えたこと』奈良敏行著（作品社） 
 

【書評・推薦続出】 

和合亮一（詩人） 

「思想が宿った洗練された言葉が随所に光る。本を閉じて詩集を読み終えた心持ちになった。」 

辻山良雄（本屋「Title」店主） 

「流行りの言葉を使えば、「利他」ということになるだろうか。自分の意志を超えたところにやってくる何か。人から与え

られる偶然を取り込みながら、それを契機に、店の空間や自分の生きかたまでも変えていく。しかし偶然とは、それを待っ

ているものにしかやってこないだろう。奈良さんは「鈍」の力で、単なる偶然を、自らの運命に変えたのではなかったか。」 

たられば（編集者） 

「しみじみよかった。鳥取の伝説的書店「定有堂書店」の主人である奈良さんがミニコミ誌に綴っていた、本と書店をめ

ぐる旅と思索の冒険譚でした。 

「本が大事」という話は、（そういうことを考えたことがない学生に話しても）取り返しがつかない、という一節があって、

心に突き刺さっています。説得するような話ではない、と。ではどうするかというと、「本が大事だと思っている人がいる」

と伝えると。濃縮カルピスみたいな本です。好みに応じてゆっくりたっぷり読むのがおすすめ。」 

山形新聞読者欄 

「左右の路を選ぶのは自分だが、真っ直ぐへ、と誘うのは「人の縁」だ。あるいは一冊の書物の著者であるかもしれない。」 

米田綱路（「図書新聞」編集） 

「大切なのは驚きであり、驚きのない読書は実存に触れてこず、おもしろくない。そういう奈良さんは、書棚に本の衝撃

の言葉をしるした。驚きとは、本好きの生成と変化の種子である」 

八木良憲（共同通信記者） 

「「本屋と書店」「本のビオトープ」「遅れて売る」など、一読した段階では頭に「？」が浮かぶフレーズも随所に。だが読

み進めるうちに奈良さんの思いが伝わって「！」に変わるから不思議だ。」 

星野文月（作家・文筆業） 

「奈良さんは本屋という看板を下ろしたあとも、「本屋的人間」であり続けている。それはつまり、本を手渡し、人と出会

い、小さな場を耕すように生きる姿勢のことだ。」 

 

2025-06-08 山陽新聞 評者: 八木良憲（共同通信記者）https://www.sanyonews.jp/article/1726846 

2025-06-06 図書新聞  2025 年 6 月 14 日号 評者: 米田綱路（「図書新聞」編集） 

2025-05-15「本屋の時間」第 176 回 そしてブックカバーが残った 辻山良雄 

https://www.gentosha.jp/article/27350/?srsltid=AfmBOopxnxX6WPOs6sghLgs81ZAmhBNGaPBCHUI3piKBkATPg4jJn21g 

2025-05-09 週刊読書人  2025 年 5 月 9 日号 評者: 星野文月（作家・文筆業） 

2025-04-27 産經新聞  朝刊 評者: 和合亮一（詩人）https://www.sankei.com/article/20250427-4VPTVJLHHVJNFBWNON66FPZLXE/ 

2025-04-26 日刊ゲンダイ  評者: ［未知の世界へ！ 書籍にまつわる本特集］ 

2025-03-16 X 評者：たられば（編集者）https://x.com/tarareba722/status/1901068649081041356 

 

定有堂書店唯一の本『伝えたいこと 濱崎洋三著作集』（定有堂書店） 
 

書店員の「聖地」と呼ばれて愛された定有堂書店が、「本の小売り」として作った最初で最後の本。著者は、定有堂書店で

35 年以上続く人文書の読書会「読む会」の創始者。これからの未来を生きる人たちに向けて編まれた、インディペンデン

ト・マインドに満ちた一冊。読書室から送料無料でお届けします。 

 

お申し込み QR コード      

サイト：https://info.dokushoshitsu.com/items/81736103?from=widget  
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〇第４分科会 （ＮＰＯ本の学校・特別分科会）  

ニジノ絵本屋の物語  

～本屋さんで、絵本の出版社で、絵本パフォーマー～  

 

内容：絵本を売るだけでなく、絵本を作る、絵本を背負って様々な場所でイベント

を開催する。既存概念を楽しさで吹き飛ばす絵本屋店主にその体験談を語っ

てもらう。 

講師：いしい あや 氏（ニジノ絵本屋 代表） 

 

※レジュメ資料はありません。 
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○第５分科会  

図書館応援団大交流会  

 

内容：県内で活動する図書館応援団が集い、その取組の紹介や情報交換を行う。 

※応援団活動に関心のある方もご参加いただけます。 

参加者：参加を希望する応援団の皆様 

 

※レジュメ資料はありません。 
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第３０回鳥取県図書館大会への  

ご参加ありがとうございました。  

来年度は、県東部での開催を予定しています。 

 

ア ン ケ ー ト へ の ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

 

 

鳥 取 県 図 書 館 協 会 へ の 新 規 加 入 ・ 会 員 継 続 の ご 案 内  

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県図書館協会事務局（鳥取県立図書館内） 

電話：0857-26-8155 FAX：0857-22-2996 

電子メール：kyokai@library.pref.tottori.jp 

 

 

mailto:kyokai@library.pref.tottori.jp

